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「夏のひととき」
  7⽉23⽇、1階のBEユニットの中庭で楽
しいひとときを過ごしました。この⽇は、
⽔鉄砲やシャボン⽟で皆様に楽しんでいた
だきました。⾞椅⼦にお乗りの利⽤者様も
いらっしゃいましたが、みんなで⾳楽を流
しながら、⽀援スタッフがシャボン⽟を吹
いたり、⽔鉄砲を⾶ばしたりする中で、和
やかな時間が流れました。
 利⽤者様の表情はとても明るく、笑顔が
いっぱいの楽しいお楽しみ会となりまし
た。暑い⽇が続く中でも、皆様の笑顔から
たくさんの元気をいただくことができまし
た。このようなひとときが、少しでも涼し
さや楽しさをもたらし、皆様の⼼に残る時
間となれば幸いです。
 これからも、利⽤者様に笑顔と楽しさを
提供できるよう、スタッフ⼀同⼼を込めて
サポートしてまいります。どうぞご期待く
ださい。 
             看護師 眞塩

「新たな挑戦と成⻑」
 梅⾬⼊り前から気温が30℃を超える⽇が
続いておりますが、皆様におかれましては
ご健勝のことと存じます。
 私は昨年11⽉に「さわらび医療福祉セン
ター」に⼊職し、利⽤者様と共に過ごさせ
ていただいております。介護福祉⼠として1
0年間⾼齢者福祉に携わってきましたが、⼊
職当初は利⽤者様がフロアマット上で⽣活
する光景に⼾惑いを感じました。しかし、
今ではそれが利⽤者様にとって安楽な姿勢
であることが理解できるようになりました
。
 先輩職員の指導のもと、利⽤者様の笑顔
も⾒受けられるようになり、私⾃⾝も喜び
を感じております。⾼齢者福祉のケアには
まだまだ学ぶべき点が多いですが、⼀⽣懸
命にケアの⽅法を学び、少しでも安楽で穏
やかにお過ごしいただけるよう努⼒してま
いります。未熟ではございますが、どうぞ
末永くよろしくお願い申し上げます。
           介護福祉⼠ ⾚坂

「夏の訪れ」
 ⾬の合間に夏の⽇差しが降り注ぎ、いよ
いよ暑い季節がやってきました。連⽇30℃
を超える⽇が続き、梅⾬明け前から厳しい
暑さとの戦いが始まる予感がします。皆様
、いかがお過ごしでしょうか。
 さわらび医療福祉センター短期⼊所ユニ
ットでは、多くの利⽤者様が毎⽇を元気に
お過ごしです。この時期の暑さは体調に影
響を与えやすいため、スタッフ⼀同、利⽤
者様⼀⼈ひとりの体調管理に細⼼の注意を
払っています。こまめな⽔分補給や室内温
度の調節など、暑さ対策を徹底し、安⼼し
てお過ごしいただける環境作りに努めてい
ます。
 これからも利⽤者様にとって快適で安⼼
できる空間を提供するため、⽇々のケアに
真⼼を込めて取り組んでいきます。どうぞ
ご期待ください。
           介護福祉⼠ 中川

〜病棟便り〜
「⽇々の様⼦」
 梅⾬が明け、夏本番の暑い⽇が続いてい
ますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
 ⾯会⽇が増え、⾯会にいらっしゃる皆様
の嬉しそうな表情を⾒るたびに、私たちも
嬉しい気持ちでいっぱいです。
 先⽇、七⼣の飾り付けを⾏いました。⾊
とりどりの飾りや短冊で華やかに彩られ、
完成した飾りを⾒つめる利⽤者様の嬉しそ
うな様⼦がとても印象的でした。短冊には
⾯会や外出についての願い事もあり、⾯会
規制が緩和されたこともあって、皆様の願
いが叶うことを⼼より願っています。
 暑さが続く中で、新型コロナウイルスの
再拡⼤も懸念されています。どうぞ、体調
管理には⼗分にご注意ください。
             看護師 佐藤



「いろいろな表現」
 梅⾬が明けると、息をつく間もなく厳し
い暑さがやってきました。今年度からは昨
年度とは異なるユニットに異動となり、新
たに出会った利⽤者様と共に⽣活を送らせ
ていただいています。
 新しいユニットに配属された直後、利⽤
者様の中にはユニットのことを詳しく教え
てくださる⽅がいらっしゃいました。「こ
の⽅はテレビが好き」「この⽅はご飯を⾷
べる」など、発声や⾝振りで様々なことを
教えていただきました。利⽤者様の⾝振り
を⾒ていると、物事をどのように捉え、表
現しているのかを学ぶ機会となっています
。⾔葉で伝えてくださる⽅もいれば、頸部
や上肢の運動を通じて様々なことを伝えよ
うとする⽅もいらっしゃいます。利⽤者様
が表現し、伝えることで、そのメッセージ
が私に届いた時、ほっとしたり嬉しそうな
表情を⾒せていただける瞬間に感動してい
ます。
 読み取るのが難しいこともありますが、
利⽤者様が伝えたい「何か」を汲み取り、
理解し合える「経験」をリハビリや⽇常⽣
活の中で共に感じ取りたいと改めて思いま
した。これからも、利⽤者様の「できた」
を少しずつ⾒つけられるよう、全⼒で頑張
っていきたいと思います。
           理学療法⼠ 唐澤

「夏の⾵物詩と賑やかな⽇々」
 連⽇、強い⽇差しと猛暑が続いておりま
すが、浜川運動公園に隣接するさわらび医
療福祉センターでは、夏の終わりを惜しむ
ように蝉時⾬が⼼地よく響いています。
 私が勤務する短期⼊所では、⼩児から成
⼈まで様々な利⽤者様にお越しいただいて
おり、8⽉は特に夏休み期間中のため、平
⽇でも多くの利⽤者様がいらっしゃり、毎
⽇賑やかに過ごしています。ユニット内に
は提灯が飾られ、冷房の⾵にカモメやクジ
ラの飾りが揺れ、夏らしい雰囲気を演出し
ています。
 さわらびでのお泊まりが快適で安⼼して
過ごせるよう、体調管理には⼗分に気を配
り、⼩さな変化にも細⼼の注意を払いなが
ら、これからも努めてまいります。
             看護師 宮﨑

「⽇々の成⻑と前進を振り返って」
 当センターが浜川に移転してから、早く
も2年が経過しました。初めは慣れない環
境に⼾惑いながらも、皆がそれぞれの役割
を⼀⽣懸命に遂⾏し、次第に新しい環境に
も慣れてきたことと思います。
 利⽤者様におかれましても、当初は少し
浮⾜⽴った様⼦が⾒受けられましたが、現
在ではご⾃⾝の安楽な住処として、落ち着
いて⽇々の⽣活を送られている様⼦がうか
がえます。
 移転当初は、新型コロナウイルスの影響
で、利⽤者様、ご家族様、スタッフ間のコ
ミュニケーションに多くの障壁がありまし
た。しかし、これらも少しずつ改善され、
現在ではご家族様との⾯会も定期的に実施
できるようになり、時と共に本来の療育園
としての姿を取り戻しつつあります。
 今後も予測できない事象によって、⽣活
環境が⼤きく変化することがあるかもしれ
ませんが、⾃分ができることを考え、今で
きることを⼀⽣懸命に実践する姿勢を忘れ
ず、⽇々精進してまいります。
             看護師 降幡



「夏の終わりと⼼温まる交流」
 8⽉も後半に差し掛かりましたが、連⽇
の猛暑によりひまわりもぐったりと下を向
いており、思わず「お疲れ様。」と声を掛
けたくなります。利⽤者様も散歩に出られ
ず、窓からずっと外を眺める⽇々が続いて
います。
 少し前までは明るかった⼣空ですが、退
勤後に外に出るとすっかり⽇が暮れ、⾍の
⾳に秋の訪れを感じるようになりました。
 最近、私が担当している成⼈のユニット
に⼩児の利⽤者様がいらっしゃいました。
ある男性の利⽤者様はニコニコしながら頭
を撫でたり、職員と⼀緒にベビーカーを引
いたりしており、ある⼥性の利⽤者様は抱
きつきながら優しい眼差しで⾒守る姿が⾒
られました。これらの光景は本当に微笑ま
しく、⼼温まるものでした。
 このような素敵な交流を⽬にし、今後も
利⽤者様⼀⼈⼀⼈が笑顔でその⼈らしく過
ごせるよう、より⼀層⽀援していきたいと
強く感じた出来事でした。
           介護福祉⼠ 栗⽥

「好⼭病歴4年になりました」
 私が初めて⼭に登ったのは、コロナ禍
の時期でした。職場の同僚と共に⾕川岳
を⽬指し、⼭頂からの眺めに圧倒されま
した。眼下には雲がもくもくと沸き⽴
ち、まさに憧れていた雲海が広がってい
ました。その瞬間、⾃然の偉⼤さを深く
感じました。
 それ以来、私は⼭に魅了され、雪⼭を
含む様々な⼭に挑戦してきました。登⼭
は体を動かすだけでなく、⼼も成⻑させ
てくれます。⼭頂に向かって諦めずに歩
き続け、達成感を味わうことで⾃信を得
ることができます。また、⾃然の中で過
ごすことで、⾃分⾃⾝と向き合う貴重な
時間を持つことができます。
 これからも体⼒が続く限り登り続けた
いと考えています。そして、もし可能な
ら、⾃分が担当している⼩児の利⽤者様
をおんぶして⼀緒に⽇の出を⾒たいと
思っています。
            看護師 ⾼橋

「⾯会再開」
 ⽇本で新型コロナウイルスの感染者が確
認されてから4年が経ちましたが、さわら
び医療福祉センターでは、今⽉よりようや
く⾯会制限の⼀部が緩和され、家族と利⽤
者様が触れ合う機会が増えてきました。
 未知の感染症に対する不安と制限の中
で、肩⾝の狭い思いをされたことと思いま
す。しかし、利⽤者様にとって、ご家族と
過ごすひとときは何物にも代えがたい貴重
な時間です。その貴重な時間と場所を提供
できるよう、我々スタッフはこれまで以上
に利⽤者様の体調の変化に注意を払い、真
摯に対応していく所存です。
 今後とも、皆様の安全と安⼼を最優先に
考え、努めてまいります。
             看護師 上⽥

⼀番好きな⼭とその
景⾊:北穂⾼岳
3190m(北アルプス)
から望む槍ヶ岳



「個別活動について」
 さわらびに⼊職してから、早いもので来年
の2⽉で4年⽬を迎えます。⼊職当初は、重度
の障害を持つ⽅々にどのように個別活動を進
めていけば良いのか、⼗分に理解できていま
せんでした。しかし、先輩職員の⽅々のアド
バイスを受けながら、多くの利⽤者様に対し
て個別活動を⾏ってきました。
 個別活動を通じて、初めのうちはなかなか
⼼を開いてくれなかった利⽤者様も、次第に
信頼を築くことができました。ある⽇、私が
出勤すると笑顔で朝の挨拶をしてくれたり、
個別活動の際に良い反応を⽰してくれるよう
になり、⾃然と信頼関係が築かれていました
。このように、信頼関係がしっかりしていな
いと良い結果は得られないことを実感しまし
た。
 今後も、利⽤者様との信頼関係を⼤切にし
、職員間でも互いに信頼し合いながら業務を
進めていきたいと思います。また、個別活動
に新しいアプローチを取り⼊れ、利⽤者様の
可能性をさらに広げていけるよう努めてまい
ります。
            介護福祉⼠ 鈴⽊
                   

「9⽉の活動と体⼒作りの挑戦」
 9⽉に⼊り、⽇中はまだ暑い⽇が続いて
いますが、朝晩は涼しくなり、過ごしやす
い⽇が増えてきました。
 最近、⼩児ユニットではSNSで⾒かけた
新聞と扇⾵機で作る新聞ハウスに挑戦しま
した。約36枚の新聞を使って⼤きめの家を
作り、利⽤者様と⼀緒に⾵船を⼊れたり、
新聞が⾵に揺れて⾳が鳴るのを楽しんだり
しました。笑い声も聞こえ、楽しんでいた
だけた様⼦でした。今後も、皆様と⼀緒に
楽しめる活動を共有していければと思って
います。
 また、私事ではありますが、今年度は体
⼒作りを兼ねてマラソン⼤会に出場しまし
た。

「感じ⽅は⼈それぞれ」
 今年も暑い夏がやってきました。連⽇30
℃を超える気温の中で、私たちの利⽤者さ
んは快適な⽣活スペースで過ごされていま
す。室温調整を⾏いながらも、季節を感じ
られる活動や環境調整には、多職種が⼀丸
となって取り組んでいます。
 先⽇、ユニット内での出来事をご紹介し
ます。テレビで夏の⾼校野球を観戦してい
た利⽤者さんがいらっしゃいました。個々
の利⽤者さんを観察すると、反応にはさま
ざまな違いが⾒られました。野球が好きで
試合を楽しむ⽅や、⾦属バットの打球⾳に
敏感に反応する⽅、観客の歓声に合わせて
盛り上がる⽅、球児の動きを真似して楽し
む⽅など、それぞれの感じ⽅は異なります
。このような場⾯を通じて、利⽤者さん⼀
⼈ひとりの興味や反応に対する理解が深ま
ったと感じています。
 今後も、利⽤者さんがどのように情報を
受け取り、感じているのかを深く考え、彼
らの気持ちを尊重できる職員であり続ける
ために、⽇々の⼩さな反応にも注意を払い
ながら、共に⽣活していきたいと思ってい
ます。
          理学療法⼠ ⼊内島

11kmのコースに挑戦するため、⼤会まで
の練習は厳しかったものの、⼤会当⽇は⾛
りやすい気候とたくさんの応援をいただき
ました。「がんばれ」という⾔葉をこれま
でで⼀番多く頂き、そのおかげであまり疲
れを感じることなく完⾛することができま
した。来年も体⼒づくりのために出場した
いと思っています。
             保育⼠ 萩原



「9⽉からのさわらび」
 5⽉中旬から、2階BEユニットから2階A
ユニットへ配置が変更になりました。久し
ぶりに担当する⽅や初めて担当する⽅もお
り、以前の記憶を思い出しながらリハビリ
に取り組んでいます。
 同じユニットのリハビリ職員と協⼒し、
皆さんが⽣活しやすくなるよう⽇々努⼒し
ています。9⽉からは⾯会の回数が増え、
利⽤者の皆さんは毎⽇その⽇を⼼待ちにし
ている様⼦です。
 午前中はうとうとしている⽅も多いです
が、「今⽇はお⺟さんとお⽗さんが来ます
か？」と声をかけると、「来るって⾔って
た」と、うとうとから⼀転、活気に満ちて
⾃分で昼⾷を⾷べ始める⽅もいらっしゃい
ます。また、「昨⽇はお⺟さんが来ました
か？」と尋ねると、ハッとした表情を浮か
べる⽅も⾒受けられます。普段はのんびり
過ごしている⽅も、⾯会時間になると良い
ところを⾒せようとおやつの時間にはしっ
かりと⼝を開けて⾷べる姿があり、ご家族
の存在の⼤きさを実感しています。
 これから寒くなりますが、利⽤者の皆さ
んが快適に過ごせるよう⼯夫しながらリハ
ビリに取り組んでいきたいと思います。
             ⾔語聴覚⼠ 島村

〜寄付・寄贈品の紹介〜

⼀階⼩児ユニットへ
バギー １台

群⾺県プロゴルフ会様

いつもご⽀援賜り、感謝申し上げます。

編集後記
 10⽉も半ばとなり、すっかり秋の深まりを感
じる季節となりました。この時期は、紅葉や収
穫の喜びを感じながら、⼼温まる活動を通じて
利⽤者様と共に過ごすことができる素晴らしい
時期です。
 今号では、施設内でのイベントや取り組み、
⽇々の活動、職員の紹介をお伝えしました。利
⽤者様の笑顔やご家族の温かい声が、私たちの
励みとなっています。今後も皆様とのコミュニ
ケーションを⼤切にし、より良いサービスの提
供に努めてまいります。
 季節の変わり⽬で体調を崩しやすい時期です
が、皆様が健やかに過ごせますよう願っており
ます。引き続き、温かいご⽀援を賜りますよう
お願い申し上げます。         萩原



《県道１０号前橋安中富岡線からの順路》
① 「井出」の信号を⾼崎⽅⾯(県道１２３号柏⽊沢⼤⼋⽊線)へ⼊る。
  （前橋⽅⾯からの場合は左折、安中⽅⾯からの場合は右折）
② 最初の信号を直進。
③ 次の「⼤⼋⽊町⻄」の信号を直進。
④ 次の信号を直進。
⑤ 道なりに進むと右側に「さわらび医療福祉センター」の正⾨があります。

《市道⾼崎環状線からの順路》
① 「下⼩⿃町⻄」の信号を箕郷⽅⾯(県道２８号⾼崎東吾妻線)へ⼊る。
  （⾼崎市街地⽅⾯からの場合右折、安中⽅⾯からの場合左折）
② 道なりに進みY字路になっている交差点を右折。
③ 最初の信号を直進。
④ 次の信号を直進。
⑤ 道なりに進むと左側に「さわらび医療福祉センター」の正⾨があります。

〜交通アクセス〜

こちらからHPにアクセスできます

所在地  群⾺県⾼崎市⼤⼋⽊町168-1
T E L    027-361-6111
F A X    027-361-6112



さわらび医療福祉センター
〒３７０−００７２群⾺県⾼崎市⼤⼋⽊町１６８-１Ｔｅｌ：０２７−３６１−６１１１Ｆａｘ：０２７−３６１−６１１２

社会福祉法⼈榛桐会


